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受
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理

実
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実
習
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10

心
理
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践

実
習
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心
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実
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A
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③
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メ
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タ
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ク
リ

ニ
ッ

ク
〒

7
6
9
-
0
2
0
6
　

香
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県
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2
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④
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多
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立
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香
川

県
善

通
寺
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仙

遊
町
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1
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1

心
理

実
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実
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A
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理
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習
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理
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2
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理
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習
A

3

心
理
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習
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2

心
理
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実
習
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3

心
理
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実
習
C

2
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理
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習
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3
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〒

7
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■
心理実践実習受入承諾書

平成3 1年3月1 5日

国立大学法人香Jlf大学
学長箕 善行 殿

（機関名）  

（職名・氏名）リ

香川大学医学部附属病廂戸叶詞閻箇
面塵垂
抑尋甑闊

罷凱匿
見 裕一

香Ill大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を
受け入れることを承諾します。

記

科目名：心理実践実習 c

心理実践実習D

■ 



r

心理実践実習受入承諾書

国立大学法人香川大学
学長 箆 善行 殿

（
 （機関名） 魯翌予�,「'']

（職名・氏名） 理享長 /!,. , し
.c.'.

」

、
`̀

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を
受け入れることを承諾します。

記

科目名：心理実践実習A
心理実践実習 c

‘̀

 

■

■■

■

■



心理実践実習受入承諾書

平成)/年 3月 7日

，
． 

国立大学法人香川大学

学長 寛 逢行 殿

（機関名）

（職名・氏名）茂長 ・ 禾公浦
‘

命1,&.

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を

受け入れることを承諾します。

記

科目名：心理実践実習A
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心理実践実習受入承諾書

平成;Jj年 d 月lン•日

国立大学法人香川大学
学長 寛 善行 殿

（
（機関名）

（戦名・氏名）

TlCI! 〇呵 ,,,,�r.nf'下町年.,埠i
疇メンタルクリそック

院長伊庭永二②

、
｀`

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を
受け入れることを承諾します。

記

科目名：心理実践実習A

、
i
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■
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■
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心理実践実習受入承諾書
＇

•国立大学法人香川大学
学長 箕 善行 殿

平成3 I 年3月11 B 

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を
受け入れることを承諾します。

記

科目名：心埋実践実習A

('

（ ＼ 

し）

＼ ＇ 
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心理実践実習受入承諾書

は多年 6 月 ,-7 日

国立大学法人香川大学
学長 覧 善行 殿

（
 （機関名）

（職名・氏名） f鯰 ・

好�\41-,_

ヽ
＼
l

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を
受け入れることを承諾します。

記

科目名：心理実践実習A
心理実践実習 c

し

■
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('

心理実践実習受入承諾書

令和元 年 ヽ月経ヽ n

国立大学法人香川大学
学長 覧 善行 殿

（機関名）

（職名・氏名）

（�） 

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を
受け入れることを承諾します。

記

科目名：心理実践実習A
心理実践実習 c
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r

心理実践実習受入承諾書

令和
平元年も月ュ 8 日

国立大学法人香川大学
学長 覚 善行 殿

、
｀

，医療法人社団五色会

（機関名） こころの医療センタ ー

（ 
（職名・氏名） 理事長佐 藤

<

 

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を
受け入れることを承諾します。

記

科目名：心理実践実習A
心理実践実習 c

L

■
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■�

■
■
■
■
■
■
■
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心理実践実習受入承諾書

令和
毛元年{月2矛旧

国立大学法人香川大学
学長 寛 善行 殿

�•it:,; 凶三愛i

（職名・氏名）
病

目沿ぇn

（機関名）
\‘
 
（
 

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を
受け入れることを承諾します。

記

科目名：心理実践実習A
心理実践実習 c

。

＼ ）  
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■
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心理実践実習受入承諾書

平成JI年3月ク日

国立大学法人香川大学

学長 算 善行 殿

（
 （機関名）

（職名・氏名）

香川県子ども女性相誤センター

、
,`

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の r記実習科目について学生を

受け入れることを承諾します。

記
，

料目名：心理実践実習B

‘̀
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('

ー 心理実践実習受入承諾書

平成、"年 3月 I/日

国立大学法人香川大学

学長 篤善行 殿

（機関名）
社 去、 福祉法人

香川 こだま学
（職名・氏名） 園長

0 

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を

受け入れることを承諾します。

記

科目名：心理実践実習B

゜

，
＼

■
■
■
■
■
■
■
■�

■
■
■
■
■
■
■
■�



r

心理実践実習受入承諾書

平成3/ 年3 月 7 日

国立大学法人香川大学

学長 算 善行 殿

（
 （機関名） 高松寺＃ら合愛和ング ー

（職名・氏名） f依緑原隆且') .j贋i

‘
``

 

香JI[大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を

受け入れることを承諾します。

記

科目名：心理実践実習B

‘̀
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■
■�



心理実践実習受入承諾書

国立大学法人香JI[大学

学長 篤 善行 殿

平成J/年 3月グ日

,_' ― -- ' 
園殴岬ー· I

（機関名） 社会纂祉法さぬ言き宍后I
芸虹]�叫

（職名・氏名）園長冨田
ェ

"�蔚

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻の下記実習科目について学生を

受け入れることを承諾します。

記

科目名：心理実践実習B

(― \

（） 

゜

\ 、)

■
■
■
■
■
■
■
■�

■
■
■
■
■
■
■
■�



①
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③
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①
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②
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③
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④ ⑤
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⑩
香
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も
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ン
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⑪
社
会
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祉
法
人
香
川
こ
だ
ま
学
園

⑫
高
松
市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
高
松
市
適
応
指
導
教
室

⑬
社
会
福
祉
法
人
さ
ぬ
き

⑨

⑧

⑦

⑥



医療の素養と臨床心理面接の実践力をもった多職種協働促進型心理援助者養成モデル

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・

実
習

公
認

臨
床

臨床心理学特論Ⅰ ※1 1前 2 2 ○ ○

臨床心理学特論Ⅱ ※1 1後 2 2 ○ ○

臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践） ※1 1前 2 2 ○ ○ ○

臨床心理面接特論Ⅱ ※1 1後 2 2 ○ ○

臨床心理学研究法特論 ※A 1通 2 2 ○ ○

心理援助者のための職業倫理と生命・研究倫理 1通 1 1 ○

2通 4 4 ○ ○

心理援助職のための応用医学特論 1前 1 1 〇

心理援助職のための多職種連携 1前 1 1 〇

教育臨床心理学特論（教育分野に関する理論と支援の
展開）

※B 1後 2 2 ○ ○ ○

精神医療における心理支援（保健医療分野に関する理
論と支援の展開）

※D 1前 2 2 ○ ○ ○

心身医学と心理支援（保健医療分野に関する理論と支
援の展開）

※D 1後 2 2 ○ ○

産業・労働心理学特論（産業・労働分野に関する理論
と支援の展開）

※C 2前 2 2 ○ ○ ○

犯罪心理学特論（司法・犯罪分野に関する理論と支援
の展開）

※C 2休 2 2 ○ ○ ○

福祉心理学特論（福祉分野に関する理論と支援の展
開）

※D 2休 2 2 ○ ○ ○

家族・集団臨床心理学特論（家族関係・集団・地域社
会における心理支援に関する理論と実践）

※C 1後 2 2 ○ ○ ○

心の健康教育に関する理論と実践 2後 2 2 ○ ○

臨床心理基礎実習 ※1 1通 2 2 ○ ○

臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理
論と実践）

※1 1前 2 2 ○ ○ ○

臨床心理査定演習Ⅱ ※1 1後 2 2 ○ ○

面接技法演習 ※E 1後 2 2 ○ ○

心理実践実習Ⅰ（ケースフォーミュレーション実習） 1･2通 1 1 ○ ○ 1単位45時間

心理実践実習Ⅱ（心理臨床事例検討実習Ⅰ） 1通 1 1 ○ ○ 1単位45時間

臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習Ⅲ（心理臨床事例検討
実習Ⅱ））

※1 2通 1 1 ○ ○ ○ 1単位45時間

臨床心理実習Ⅱ ※1 2通 1 1 ○ ○

心理実践実習A（地域医療実習） 1後 2 2 ○ ○ 1単位45時間

心理実践実習B（福祉・教育実習） 1後 2 2 ○ ○ 1単位45時間

心理実践実習C（精神・神経領域病院実習） 2通 2 2 ○ ○ 1単位45時間

心理実践実習D（身体領域病院実習） 2通 1 1 ○ ○ 1単位45時間

41 11
修了要件
基礎科目、研究科目及び専門科目の必修科目39単位以上
を修得し、学位論文を提出し、その審査及び最終試験に
合格すること

合計 52

心
理
臨
床
の
分
野

　
　
　
面
接
の
技
能

臨
床
心
理
査
定
・

心
理
臨
床
の
現
場
で
の
実
習

心
理
臨
床
相
談
室

臨
床
等
の
現
場

小計

の
展
開

心
理
援
助

資料６

受験資格

備考

研
究
法

臨
床
心
理
学 課題研究（修士論文）

単位 授業形態

　
　
　
理
論
と
方
法

臨
床
心
理
学
の

科目
区分

授業科目
履修
年次

単
位
数



資料７ 
 

1 

 

臨床心理学専攻の３つのポリシーの策定過程について 

 

香川大学大学院では、全研究科（専攻）共通の「大学院課程の３つポリシー」を下記のとおり定めている。 

 

大学院課程における教育理念 

香川大学は、世界水準の教育研究活動により、創造的で人間性豊かな専門職業人・研究者を養成し、地域社会をリードするとともに共生社会

の実現に貢献することを理念とします。大学院課程では、豊かな人間性と高い倫理性の上に、幅広い基礎力と高度な専門知識に支えられた研

究能力・応用力を備え、国際的な視野で地域社会においてリーダーシップを発揮できる人材を育成することを目指します。 

 

ディプロマ・ポリシー（修了の認定に関する方針） 

香川大学大学院では、本学の教育理念に基づき、豊かな人間性と高い倫理性の上に、幅広い基礎力と高度な専門知識に支えられた研究能力・

応用力を備え、国際的な視野で地域社会においてリーダーシップを発揮できる人材を育成します。そのため、本学の大学院課程における修了

の認定に関する方針は、①専門知識・理解、②研究能力・応用力、③倫理観・社会的責任、④グローバルマインド、をその構成要素としてい

ます。これらの構成要素に基づき、各研究科の学生として求められる専門的な能力・態度を身につけた者に、学位を授与します。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

修了の認定に関する方針に挙げた４つの構成要素に基づき、各研究科の学生として求められる専門的な能力・態度を身につけた人材を育成

するために、教育課程を編成・実施します。修了要件単位数は研究科ごとに定められています。 

 学修成果の評価については、シラバスに多元的な成績評価基準を明示した上で厳格な成績評価を行っています。特に学位論文の評価（審査）

については、（1）テーマ設定（当該分野の発展への貢献、オリジナリティ）、（2）研究内容とその記述（目的の明示、研究方法の妥当性、研

究倫理、記述法・ルール、結果の考察とまとめ）、（3）成果（成果の水準）といった基準に基づき行っています。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

香川大学大学院では、本学の教育理念に基づき、豊かな人間性と高い倫理性の上に、幅広い基礎力と高度な専門知識に支えられた研究能力・

応用力を備え、国際的な視野で地域社会においてリーダーシップを発揮できる人材を育成します。そのため、以下のような学力・能力・資質

等を備えた向学心旺盛な学生の入学を期待し、多様な入学者選抜を実施します。 

入学者に求める学力・能力・資質等 

①世界水準の専門性の高い学問を学ぶための専攻分野における基礎的知識・技能・理解力 

②創造的で人間性豊かに課題を探求し、論理的にまとめる思考力・判断力・表現力 

③世界水準の専門的研究を実践するための基礎的研究能力・応用力 
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④専門分野に対する高い志を持ち、切磋琢磨する探求心・意欲・態度 

⑤複雑で多様な国際社会や地域社会への貢献において、自己が果たすべき役割や倫理観・社会的責任を理解できる能力 

⑥国際感覚を有し、専門分野において社会をリードできる基礎的グローバルマインド 

 

本学は、全研究科（専攻）に共通した４つの能力（①専門知識・理解、②研究能力・応用力、③倫理観・社会的責任、④グローバルマインド）

を設定し、これをもとに、各研究科（専攻）において達成目標、学修内容、学生過程等を定めている。 

  

 医学系研究科臨床心理学専攻の３つのポリシーの策定にあたっても、「大学院課程の３つのポリシー」に基づき策定した。策定にあたって

は下記の事項を条件とした。 

 

①策定単位 

・（３つのポリシーの）策定単位は、臨床心理学専攻とする。 

②臨床心理学専攻のポリシー間の整合性（一貫性）の確保 

・臨床心理学専攻の３つのポリシーの相互関係（整合性）に留意する 

③大学院課程の３つのポリシーと臨床心理学専攻３つのポリシーとの整合性の確保 

 ・すでに設定されている全研究科（専攻）共通のポリシーと臨床心理学専攻のポリシーに整合性を持たせる。 

  整合性を持たせるために、全研究科（専攻）共通の４つの能力に基づき、各ポリシーの構成事項（到達基準、学修内容、方法、科目配置 

等）の検討を行う。 

 

 ②～③の条件を満たすため、ワークシートを２種類作成した。ワークシート１では、臨床心理学専攻の３つのポリシーの整合性を点検した。

ワークシート２では、大学院課程の３つのポリシーと臨床心理学専攻の３つのポリシーの整合性を検討するため、大学院課程のディプロマ・

ポリシーにおける４つの能力に対応した、能力・態度(学修成果)の到達基準（DP の構成事項）、目標及び基準到達のための学修内容・方法、

学修過程、成果の評価（CPの構成事項）、入学者に求める資質・能力（養成する人材像・APの構成事項）の詳細を検討・整理した。検討の過

程で、②研究能力・応用力は、臨床心理学専攻では、「応用力」を削除し、「研究能力」と表記することとした。 

 ワークシート１，２を往還した検討、学生の理解のしやすさ等への配慮を踏まえ、臨床心理学専攻のディプロマ・ポリシーを策定した。 
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ワークシート１(臨床心理学専攻の３つのポリシーの整合性の検討) 
 

ディプロマ・ポリシー（到達目標） カリキュラム・ポリシー（科目の編成・実施） アドミッション・ポリシー（求める人材像等） 

 【修了認定・学位授与方針（DP）】 
臨床心理学専攻の大学院生が修了時に修得して

いるべき能力を，修了の認定に関する方針（ディプ
ロマポリシー，DP）として以下に示す。 

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻（修
士課程）では，その教育理念に基づき，以下の能力
を身につけ，多様な心理臨床の現場で活躍できる高
度専門職業人を育成する。 

① 臨床心理学に関する高度な専門的知識と心理援助
者として必要な医学的素養，精神医学及び心身医学
の知識を修得し，それらをもってクライエントや患
者を理解することができる能力 

 

② 臨床心理学の分野において，自らの論理的思考
に基づき研究を計画及び遂行・議論できる能力 

 

 

③ 高い倫理観・社会的責任感を持ち，自律的かつ省
察的態度をもって，多様な現場で多職種と連携・協
働することができる能力 

 

 

 

 

④ 国際的な臨床心理学研究と実践の視野をもち，
多文化理解や多文化共生のための諸課題につい
ても，心理的理解・援助を行える能力，心理的理
解・援助をおこなうことができる。 

【教育課程と実施の方針（CP）】 
香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻（修

士課程）は、修了の認定に関する方針（ディプロマ・
ポリシー）に示した人材を育成するために、以下の
方針によりカリキュラムを編成する。 

 

 

 

① 臨床心理学の高度な専門知識を修得させるため
の、保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労
働の各領域の科目及び心理援助者として必要な医
学的素養を修得するための科目を実施する。 

 

② 論理的思考に基づき研究を計画・遂行・論議す
る能力を修得させるために、臨床心理学の研究に関
する科目を実施する。 

 

③ 高い倫理観・社会的責任感を身に付けさせるた
めに、心理援助者としての職業倫理・研究倫理・生
命倫理に関する科目及び多職種連携の概念や心理
援助者の専門性を活かした連携・協働のあり方を身
に付けさせるために、心理援助者としての多職種連
携の科目を実施する。 

 

④ 諸外国の臨床心理学や心理援助に関する研究動
向、多文化理解や多文化共生の諸課題に対して有効
な能力を修得させるために、臨床心理学の基礎理論
に関する科目、臨床心理査定に関する科目を実施す
る。 

 

【入学者受入方針（AP）】 
大学院入学までに、以下のような学力・能力・資

質等を備えている大学院生を求めており、以下のと
おり入学者の受入れに関する方針（アドミッショ
ン・ポリシー）を定める。 

 

〔求める人材像〕 

・こころの専門家として、公認心理師や臨床心理士
等の資格取得を目指すにあたり、心理臨床・カウ
ンセリングに関する幅広い分野やこころと身体
のつながりに関心を持つ人 

・他の職種の専門家との協力のもと、個人に対する
援助とともに、地域社会への貢献を視野に臨床心
理学を学ぼうとする人 

・高度な専門職業人として、臨床心理学に関する研
究と実践を通して、社会の発展および個人の健康
増進に寄与したいと願っている人 

 

① 知識・技能・理解力 

心理学・臨床心理学に関する大学卒業程度の基礎的
知識・技能・理解力 

② 思考力・判断力・表現力 

自らの論理的思考・判断に基づき、心の健康・成長
や心理援助に関する諸課題を説明できる表現力 

③ 研究能力 

心の問題を考える上での実証的研究法についての
基礎的な知識・理解力 

④ 探求心・意欲・態度 

心理的援助について学び、実践し、研究することに
対する高い志・意欲・態度と創造的な探求心 

⑤ 倫理観・社会的責任 

心理援助者を目指す者として、人間尊重の態度と共
感的コミュニケーション力、他の職種との協力を志
向する姿勢及び倫理的態度 

⑥グローバルマインド 



資料７ 
 

4 

 

臨床心理学に関連する国内外の情報を理解する基
本的言語能力と、国際的な視野・多文化理解の視点
から、地域社会における臨床心理学の諸課題を考え
ることができる発想力 
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ワークシート２ （４つの能力に対応した各事項の検討） 
 身につけるべき能力・態度の到達基準 学修方法・学修過程、学生成果の評価 求める資質・能力及び試験方法 

 
専 門 知
識・理解 

DP①臨床心理学に関する高度な専門的知識と心理援 

助者として必要な医学的素養，精神医学及び心身医学 

の知識を修得し，それらをもってクライエントや患 

者を理解することができる能力 

CP①臨床心理学の高度な専門知識を修得させるた 

めの、保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・ 

労働の各領域の科目及び心理援助者として必要な医 

学的素養を修得するための科目を実施する。 

AP①「知識・技能・理解力」の「心理学・臨床心
理学に関する大学卒業程度の基礎的知識・技能・理
解力」と、AP②「思考力・判断力・表現力」の「自
らの論理的思考・判断に基づき、心の健康・成長や
心理援助に関する諸課題を説明できる表現力」を評
価するために「専門科目：臨床心理学」を課す。 

1) 臨床心理学に関する高度で実践的な専門知識
と理論を理解・修得しているとともに，高度専
門職業人として幅広い知識と自らの専門性に
立脚した見識を備えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） 医学的視点をもち，精神医学及び心身医学の
知識を修得し理解するとともに，心理援助者に
とって重要な疾患・障害についての医療の現状
を理解している。 

 

 

 

3) 臨床心理学的知識と医学的素養に基づき，適
切な来談者と患者の理解をおこなえる実践的
援助力を有している。 

 

1) １年次では「臨床心理学特論Ⅰ、Ⅱ」で臨床心理
学の基礎理論を学び、それらと並行して専門科目
である「臨床心理面接特論Ⅰ、Ⅱ」で面接法につ
いて学び、「心理学研究法特論」にて心理学研究法
を学ぶ。領域別の心理学として、「教育臨床心理学
特論（教育分野に関する理論と支援の展開）」、「発
達臨床心理学特論」、「家族・集団臨床心理学特論
（家族関係・集団・地域社会における心理支援に
関する理論と実践）」、「力動的心理療法特論」にて
幅広い臨床心理学的知識を修得する。 
２年次ではさらに「産業・労働心理学特論（産
業・労働分野に関する理論と支援の展開）」、「犯
罪心理学特論（司法・犯罪分野に関する理論と支
援の展開）」、「福祉心理学特論（福祉分野に関す
る理論と支援の展開）」、「心の健康教育に関する
理論と実践」を受講し、より広範な心理学的領域
についての知識を修得する。 

2) １年次で、「心理援助職のための応用医学特論」に
より心理援助に特に関係が深い領域の医学的知識
を習得し、「精神医療における心理支援（保健医療
分野に関する理論と支援の展開）」、「心身医学と心
理支援（保健医療分野に関する理論と支援の展開）」
により、それぞれ精神医学および心身医学と心理援
助との関係を理解する。 

3) １年次では、「臨床心理基礎実習」で心理学の基
本となる理論を実習の形で修得し、心理的アセス
メントを「臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメ
ントに関する理論と実践）、臨床心理査定演習Ⅱ」
で実践的に理解し技法を修得する。面接法につい
ては、「面接技法演習」で試行的なカウンセリング
の実践とスーパーヴィジョンを通して修得する。
事例理解については、「心理実践実習Ⅰ（ケースフ
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ォーミュレーション実習）、心理実践実習Ⅱ（心理
臨床事例検討実習Ⅰ）」で実際の事例に則して理解
を図る。 
２年次では、「臨床心理実習Ⅰ（心理実践実習Ⅲ
（心理臨床事例検討実習Ⅱ））」、「臨床心理実習
Ⅱ」において事例を担当し、スーパーヴィジョン
を受けることでより精密な検討力を修得する。さ
らに医療機関での実習「心理実践実習Ｃ（精神・
神経領域病院実習）」、「心理実践実習Ｄ（身体領
域病院実習）」において、医療の現場における心
理援助の方法について医療関係者の指導も受け
ながら理解を深め心理実践能力を修得する。 

 
研究能力 

DP② 臨床心理学の分野において，自らの論理的思 

考に基づき研究を計画及び遂行・議論できる能力 

CP② 論理的思考に基づき研究を計画・遂行・論議
する能力を修得させるために、臨床心理学の研究に
関する科目を実施する 

AP③「研究能力」の「心の問題を考える上での実
証的研究法についての基礎的な知識・理解力」、と
AP④「探求心・意欲・態度」の「心理的援助につい
て学び、実践し、研究することに対する高い志・意
欲・態度と創造的な探求心」を評価するために、「面
接」と出願時の書類として「修士論文研究計画書」
「卒業論文の概要」を課す。 
 
 
 
 
 

臨床心理学の分野において、自らの論理的思考に
基づき研究を計画及び遂行する能力とともに、その
成果を発表し議論できる能力を備えている。 
 

１年次における「心理学研究法特論」にて心理学
の研究法を学び、「臨床心理学研究法特論」で研究課
題の設定の仕方や研究方法、および研究倫理につい
て、講義およびゼミナール形式での討論や発表を通
じて、修士論文の作成に繋がる基礎的知識と能力を
修得する。 
１～２年次を通して行われる修士論文の指導「課

題研究（修士論文）」により、自らの論理的思考に基
づき研究を計画・遂行し、得られた量的・質的なデ
ータや根拠に基づいて修士論文としてまとめて、研
究能力、研究倫理、言語運用能力、さらには発表能
力を培う。心理臨床の分野において、自らの論理的
思考に基づき研究を計画及び遂行する能力ととも
に、その成果を発表し議論できる能力を修得する。 
 

 
倫理観・社
会的責任 

DP③ 高い倫理観・社会的責任感を持ち，自律的かつ 

省察的態度をもって，多様な現場で多職種と連携・協 

働することができる能力 

CP③ 高い倫理観・社会的責任感を身に付けさせる
ために、心理援助者としての職業倫理・研究倫理・
生命倫理に関する科目及び多職種連携の概念や心理
援助者の専門性を活かした連携・協働のあり方を身
に付けさせるために、心理援助者としての多職種連
携の科目を実施する。 

 

AP⑤「倫理観・社会的責任」の「心理援助者を目
指す者として、人間尊重の態度と共感的コミュニケ
ーション力、他の職種との協力を志向する姿勢及び
倫理的態度」を評価するために、「面接」と出願時
の書類として「志望動機」を課す。 
 
 
 
 

1) 心理援助者としての豊かな人間性と高い倫理
観・責任感を持ち、自律的かつ省察的態度をもっ

1) 心理援助者の職責に対する社会的責任と倫理性は、
修士課程におけるすべての科目において培われる。
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て行動することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2) 人々の心の健康と成長を実現する社会的責任を
自覚し、生涯にわたり研鑽に努める姿勢を持ち、
高度専門職業人として活躍することができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3) 人々の心の健康と成長を援助するため、保健医
療や福祉等の現場で多職種と連携・協働しなが
ら、専門的知見と高度な実践的援助力を生かし

１年次の「研究・生命倫理」では生命科学や研究に
おける倫理観と共に心理援助者としての職業倫理観
を身につける。また、「臨床心理基礎実習」「面接技
法演習」「臨床心理実習」等の心理面接やプレイセラ
ピーの技能を養成する科目では、カウンセリングの
演習や実際のケース担当とその指導を通して、心理
援助者としての姿勢・態度、守秘義務、説明と同意
の重要性とその実際など、心理援助者としての豊か
な人間性と高い倫理観・責任感、自律的かつ省察的
態度を身につける。さらに、医療・福祉・教育の各
現場の「心理実践実習」の実習科目において、各現
場で実習経験をグループで振り返ること、実習指導
者や実習担当教員、専攻教員からの指導を受けるこ
となどを通して、そこで得た個人情報や心理的課題
について多職種が共有する上での守秘義務のあり
方、説明と同意の重要性とその実際など、心理援助
者としての豊かな人間性と高い倫理観・責任感、自
律的かつ省察的態度を身につける。 

2) １年次の「教育臨床心理学特論（教育分野に関す
る理論と支援の展開）」、「精神医療における心理支
援（保健医療分野に関する理論と支援の展開）」、
「心身医学と心理支援（保健医療分野に関する理
論と支援の展開）」、２年次の「福祉心理学特論（福
祉分野に関する理論と支援の展開）」、「産業・労働
心理学特論（産業・労働分野に関する理論と支援
の展開）」、「犯罪心理学特論（司法・犯罪分野に関
する理論と支援の展開）」では、心理援助者として
の社会的責任に関係の深い分野に求められる心理
支援についての講義や討議を通して、人々の心の
健康と成長を実現する社会的責任を自覚する。 
また、「臨床心理学研究法特論」や修士論文作成
を通じて、生涯にわたり研鑽に努める姿勢、高度
専門職業人として活躍するための姿勢を修得す
る。 
 
 

3) 基本的知識として、１年次の「心理援助職のため
の応用医学特論」にて、心理援助者における多職
種連携についての基礎知識を講義やロールプレイ
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て、心理臨床の充実・発展に取り組むことができ
る。 

 

において学び、「精神医療における心理支援（保健
医療分野に関する理論と支援の展開）」、「心身医学
と心理支援（保健医療分野に関する理論と支援の
展開）」にて医療分野との連携を理解し、２年次の
「福祉心理学特論（福祉分野に関する理論と支援
の展開）」にて福祉分野との連携を理解する。それ
らと平行して、心理実践実習Ａ～Ｄにおいて、地
域医療・福祉、また中核医療機関での医療におけ
る心理援助職のチームにおける役割を実践的に体
験・修得する。 

 
グローバ
ルマイン
ド 

DP④ 国際的な臨床心理学研究と実践の視野をも 

ち，多文化理解や多文化共生のための諸課題につい 

ても，心理的理解・援助を行える能力，心理的理解・ 

援助をおこなうことができる。 

CP④ 諸外国の臨床心理学や心理援助に関する研究
動向、多文化理解や多文化共生の諸課題に対して有
効な能力を修得させるために、臨床心理学の基礎理
論に関する科目、臨床心理査定に関する科目を実施
する。 

AP⑥「グローバルマインド」では「臨床心理学に
関連する国内外の情報を理解する基本的言語能力
と、国際的な視野・多文化理解の視点から、地域社
会における臨床心理学の諸課題を考えることがで
きる発想力」を評価するために「外国語：英語」を
課す。 
 
 
 
 
 

1) アメリカ心理学会（APA）をはじめ、諸外国の臨
床心理学や心理的援助の実践に関する研究動向
を理解して参照することができる。心理援助者養
成に関する諸外国の歴史や現状を理解すること
ができる。 

 
 
 
 
 
 
 
2) グローバル化の進んだ現代社会を理解し、多文
化理解や多文化共生のための諸課題に対して、心
理的理解や援助を行える能力を備えている。国内
外の臨床心理学研究と実践の視野をもち、多文化
理解や多文化共生のための諸課題についても、心
理的理解・援助をおこなうことができる。 

 

1) １年次の「臨床心理学特論Ⅰ」、「臨床心理学特論
Ⅱ」、「臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメント
に関する理論と実践）」、「臨床 心理査定演習Ⅱ」
「臨床心理学研究法特論」、「課題研究（修士論文）」
などでは、諸外国の臨床心理学や心理的援助の実
践に関する研究動向について理解する。また、心
理援助者養成に関する諸外国の歴史や現状を理解
する。そして、国内の臨床心理学に関する研究動
向と共に、諸外国の臨床心理学の先端の研究動向
を参照して、国際的な研究にも目を向けて、研究
を計画及び遂行・議論できる国際的な視野を修得
する。 

2) １年次の「家族・集団臨床心理学特論（家族関係・
集団・地域社会における心理支援に関する理論と
実践）」、「教育臨床心理学特論（教育分野に関する
理論と支援の展開）」、２年次の「産業・労働心理
学特論（産業・労働分野に関する理論と支援の展
開）」、「福祉心理学特論（福祉分野に関する理論と
支援の展開）」などでは、グローバルの観点から、
滞日外国人家族や外国人労働者といった新たな地
域の課題について、各講義科目で取り扱う。そし
て、各授業科目の分野からみた課題、専門的機関・
施設、具体的アプローチについて学ぶ。多文化理
解や多文化共生などのグローバルな視点から地域
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社会とそこに住む人々の理解と各分野からの支
援、そして、グローバル化の進んだ現代社会を理
解し、多文化理解や多文化共生のための諸課題に
対して、多分野からの包括的な知識を身に付ける。 
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臨床心理学専攻の３つのポリシー 
 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

 【修了認定・学位授与方針（DP）】 
臨床心理学専攻の大学院生が修了時に修得して

いるべき能力を，修了の認定に関する方針（ディプ
ロマポリシー，DP）として以下に示す。 

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻（修
士課程）では，その教育理念に基づき，以下の能力
を身につけ，多様な心理臨床の現場で活躍できる高
度専門職業人を育成する。 

① 臨床心理学に関する高度な専門的知識と心理援助
者として必要な医学的素養，精神医学及び心身医学
の知識を修得し，それらをもってクライエントや患
者を理解することができる能力 

 

② 臨床心理学の分野において，自らの論理的思考
に基づき研究を計画及び遂行・議論できる能力 

 

③ 高い倫理観・社会的責任感を持ち，自律的かつ省
察的態度をもって，多様な現場で多職種と連携・協
働することができる能力 

 

④ 国際的な臨床心理学研究と実践の視野をもち，
多文化理解や多文化共生のための諸課題につい
ても，心理的理解・援助を行える能力，心理的理
解・援助をおこなうことができる。 

 

本研究科を修了し，本学が送り出す修士（臨床心
理学）の身につけるべき能力・態度の到達基準は，
次のとおりである。 

 

① 専門知識と理解 

1) 臨床心理学に関する高度で実践的な専門知識
と理論を理解・修得しているとともに，高度専
門職業人として幅広い知識と自らの専門性に
立脚した見識を備えている。 

【教育課程と実施の方針（CP）】 
香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻（修

士課程）は、修了の認定に関する方針（ディプロマ・
ポリシー）に示した人材を育成するために、以下の
方針によりカリキュラムを編成する。 

 

① 臨床心理学の高度な専門知識を修得させるため
の、保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労
働の各領域の科目及び心理援助者として必要な医
学的素養を修得するための科目を実施する。 

 

② 論理的思考に基づき研究を計画・遂行・論議す
る能力を修得させるために、臨床心理学の研究に関
する科目を実施する。 

 

③ 高い倫理観・社会的責任感を身に付けさせるた
めに、心理援助者としての職業倫理・研究倫理・生
命倫理に関する科目及び多職種連携の概念や心理
援助者の専門性を活かした連携・協働のあり方を身
に付けさせるために、心理援助者としての多職種連
携の科目を実施する。 

 

④ 諸外国の臨床心理学や心理援助に関する研究動
向、多文化理解や多文化共生の諸課題に対して有効
な能力を修得させるために、臨床心理学の基礎理論
に関する科目、臨床心理査定に関する科目を実施す
る。 

 

【入学者受入方針（AP）】 
大学院入学までに、以下のような学力・能力・資

質等を備えている大学院生を求めており、以下のと
おり入学者の受入れに関する方針（アドミッショ
ン・ポリシー）を定める。 

 

〔求める人材像〕 

・こころの専門家として、公認心理師や臨床心理士
等の資格取得を目指すにあたり、心理臨床・カウ
ンセリングに関する幅広い分野やこころと身体
のつながりに関心を持つ人 

・他の職種の専門家との協力のもと、個人に対する
援助とともに、地域社会への貢献を視野に臨床心
理学を学ぼうとする人 

・高度な専門職業人として、臨床心理学に関する研
究と実践を通して、社会の発展および個人の健康
増進に寄与したいと願っている人 

 

① 知識・技能・理解力 

心理学・臨床心理学に関する大学卒業程度の基礎的
知識・技能・理解力 

② 思考力・判断力・表現力 

自らの論理的思考・判断に基づき、心の健康・成長
や心理援助に関する諸課題を説明できる表現力 

③ 研究能力 

心の問題を考える上での実証的研究法についての
基礎的な知識・理解力 

④ 探求心・意欲・態度 

心理的援助について学び、実践し、研究することに
対する高い志・意欲・態度と創造的な探求心 

⑤ 倫理観・社会的責任 

心理援助者を目指す者として、人間尊重の態度と共
感的コミュニケーション力、他の職種との協力を志
向する姿勢及び倫理的態度 
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2  医学的視点をもち，精神医学及び心身医学の
知識を修得し理解するとともに，心理援助者に
とって重要な疾患・障害についての医療の現状
を理解している。 

3) 臨床心理学的知識と医学的素養に基づき，適
切な来談者と患者の理解をおこなえる実践的
援助力を有している。 

② 研究能力 

臨床心理学の分野において，自らの論理的思考
に基づき研究を計画及び遂行する能力とともに，
その成果を発表し議論できる能力を備えている。 

 

③ 倫理観・社会的責任 

1) 心理援助者としての豊かな人間性と高い倫理
観・責任感を持ち，自律的かつ省察的態度をも
って行動することができる。 

2) 人々の心の健康と成長を実現する社会的責任
を自覚し，生涯にわたり研鑽に努める姿勢を持
ち，高度専門職業人として活躍することができ
る。 

3) 人々の心の健康と成長を援助するため，保健
医療や福祉等の現場で多職種と連携・協働しな
がら，専門的知見と高度な実践的援助力を生か
して，心理臨床の充実・発展に取り組むことが
できる。 

 

④ グローバルマインド 

1) 諸外国の臨床心理学や心理的援助の実践に関
する研究動向を理解して参照することができ
る。心理援助者養成に関する諸外国の歴史や現
状を理解することができる。 

2) グローバル化の進んだ現代社会を理解し，多
文化理解や多文化共生のための諸課題に対し
て，心理的理解や援助を行える能力を備えてい
る。国内外の臨床心理学研究と実践の視野をも
ち，多文化理解や多文化共生のための諸課題に
ついても，心理的理解・援助をおこなうことが
できる。 

⑥グローバルマインド 

臨床心理学に関連する国内外の情報を理解する基
本的言語能力と、国際的な視野・多文化理解の視点
から、地域社会における臨床心理学の諸課題を考え
ることができる発想力 
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